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技術の概要

国の機関　 0　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　  9　件　（九州　　4件　、九州以外　5件　）　

安全　　防災　　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　油分・ベンゼンで土壌汚染されたガソリンスタンドやオイルターミナルは、従来の油分等分解微生
物によるバイオレメディエーションでは、地表のコンクリートの被覆により、土壌・地下水中の溶存酸
素量が少なく、油分の大きいサイズのため微生物が分解しにくい問題があり、効果的な汚染浄化
ができないサイトがありました。また、従来では、浄化予測技術がないため、浄化予測を工事最中
のモニタリング（濃度低下傾向）で求めてきました。
　そこで、微生物の増殖・活性化を期待したい好気的な環境となるような技術、油分の微小な分解
技術、そして浄化予測技術を確立するニーズがありました。

　3N注入工法は、油分等分解微生物を用いて、キノンプロファイル法を用いた浄化予測技術によ
り、油等消失時間を計算し、最適な好気的環境となるナノサイズの「ナノバブル水(N)」、微生物が分
解しやすいナノサイズの「油分ナノ分解剤(N)」、微生物の増殖・活性化に必要な「栄養塩(N)」を、油
分・ベンゼンで汚染された地盤に注入し、浄化を最大限に促進する工法です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

①土着微生物によるバイオスティミュレーション、バイオ製剤(外来種含む)によるバイオオーグメン
テーションともに対応可能です。
②炭素数の少ないガソリン・軽油・灯油では最適で、重油系も実績があります。
③土壌の油分濃度は50,000mg/kgまで、地下水の油分濃度は300mg/Lまでで実績があります。
④建物はそのままで操業しながら浄化ができ、システムのパーツが小型軽量で運搬・設置・システ
ム変更が容易で、小さな設置面積で浄化可能です。

４．技術の適用範囲

①油種　　　　　　　　　　：　鉱物油のガソリン・軽油・灯油＝◎、重油系＝○
②土壌の油分濃度　　 ：　問題となる1000mg/kg～50,000mg/kg
③地下水の油分濃度　：　問題となる5mg/L～300mg/L
④機材設置面積　　　　：　約2m×約4m以内

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表


